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１ 令和２年度当初予算（案）について 

 

 (１) 来年度の給水量見込み 

令和２年度末における給水戸数は２１５，３６７戸を予定しており，令和元年度予

算２１０，７９０戸と比較して給水戸数は４，５７７戸（２．２％）の増加を見込ん

でいます。 

令和２年度の年間給水量は５９，８８５，１００㎥， 

年間有収水量は５５，４９０，０００㎥を予定しており，令和元年度予算（年間給

水量６０，４２５，０００㎥，年間有収水量５６，０５３，０００㎥）と比較して年

間給水量は５３９，９００㎥（０．９％），年間有収水量は５６３，０００㎥（１．

０％）の減少を見込んでいます。 

 

区    分 単位 
令和２年度 

予  算 

令和元年度 

予  算 

比  較 

増・△減 

給 水 戸 数 戸 215,367 210,790 4,577 

年 間 給 水 量 ㎥ 59,885,100 60,425,000 △539,900 

一日平均給水量 ㎥ 164,069 165,096 △1,027 

年 間 有 収 水 量 ㎥ 55,490,000 56,053,000 △563,000 

一日平均有収水量 ㎥ 152,027 153,150 △1,123 

有 収 率 ％ 92.66 92.76 △0.10 
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 (２) 令和２年度当初予算額 

ア 水道水を作り，ご家庭などに送り届けるためのお金（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ いまある水道を強化するためのお金（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入  ９，４８１，３８８千円 

＜内訳＞ 給水収益 ・・・・・ ７，５８６，７１２千円 

長期前受金戻入 ・・・・ ９８７，９１３千円 など 

支出  ７，５７９，６４３千円 

（主なもの） 

受水費   １，７９９，５３８千円 

＜内訳＞ 備南水道企業団  ・・・・・・・ ７７０，０００千円 

県南部水道企業団 ・・・・・・・ ８６８，５６０千円 

県広域水道企業団 ・・・・・・・ １６０，９７８千円 

委託料   １，０７８，２２９千円 

＜内訳＞ 水道料金収納等業務委託料 ・・・ ３１３，６３６千円 

     配水管等修繕工事委託料 ・・・・ ２８４，０７０千円 

浄水施設運転管理業務委託料 ・・・ ９０，６８４千円 など 

減価償却費 ２，９０６，９７０千円 

＜内訳＞ 有形固定資産  ・・・・・・ ２，９０５，９７０千円 

無形固定資産  ・・・・・・・・・・ １，４１１千円 

収入   １，８１９，７３５千円 

＜内訳＞ 企業債  ・・・・・・ １，３６２，０００千円 

工事負担金  ・・・・・・ ３８２，７４９千円 など 

支出   ７，００２，１７６千円 

（主なもの） 事業費   ５，６００，０２３千円 

＜内訳＞ 配水管新設・改良工事費 ・・・ ３，３３１，１０５千円 

配水管移設工事費 ・・・・・・・・ ３８４，４９８千円 

配水施設工事費 ・・・・・・・・・ ４６１，２００千円 

浄水施設工事費 ・・・・・・・・・ ３０７，２９２千円 など 

企業債償還金  １，１１７，０１１千円 
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(３) 予算数値の概要    

 

 

         

                        

 

                    

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金 

68.97億円 

（79.2％） 

 

 

水道水を作っ

たり購入した

りする費用

21.56億円 

（29.6％） 

水道利用加入金

などの収入 

8.29億円 

(9.5％） 

 

施設の維持管理

や配水する費用

9.67億円 

（13.3％） 

 

 

 
 

施設の減価償

却費や資産減

耗費など

29.70億円 

（40.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

不足額 

51.82億円 

 

国などからの借

入金の元金返済 

11.17億円

（16.0％） 

 

国などからの

借入金 

13.62億円

（74.8％） 

現金支出を伴わない

減価償却費相当額 

 

 

 

 

 

 

 

施設の建設や

改良に係る費

用 

58.85億円 

（84.0％） 

 

メーター検針や料金収納の費用

5.11億円（7.0％） 

事業全般に係る費用

3.97億円（5.5％） 

国などから借りた借

入金の利息払い 

2.72億円（3.7％） 

純利益 

14.41億円 

工事負担金などの

収入4.58億円 

（25.2％） 

収入 

８７．１４億円 

支出 

７２．７３億円 

支出 

７０．０２億円 

＜いまある水道を強化 

するためのお金＞（税込） 

収入 

１８．２０億円 

＜水道水を作り，ご家庭などに 

送り届けるためのお金＞（税抜） 

 

さらに不足する

金額は，内部留

保資金で補てん

します。 

 

長期前受金戻入 

9.88億円 

(11.3％） 

純利益から長期前受金

戻入を引いた額 
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２ 節水を呼び掛けるための標語について 

(１)  懸垂幕の設置 

○ 条件 ： 高梁川水系の主要６ダムの高瀬川ダム，千屋ダム，三室川ダム，小阪部川

ダム，河本ダム，新成羽川ダムの貯水率が４０％を下回り，さらに減少す

るおそれのあるとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(２) 河川情報公表の実例 

～国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所のホームページより～ 

○ 高梁川水系のダム別貯水率 

 

  



 

○ 吉井川・旭川・高梁川水系主要ダムの貯水状況 

 

 

 


